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ICTサービスの利用環境の整備に関する研究会（第７回） 

令和７年９月８日 

 

 

【田中利用環境課課長補佐】  本日は皆様、お忙しい中、お集まりいただきましてあり

がとうございます。 

 定刻となりましたので、ICTサービスの利用環境の整備に関する研究会第７回会合を開

催いたします。 

 このたび、本研究会の事務局を務めます、総務省総合通信基盤局利用環境課課長補佐の

田中でございます。 

 事務局からウェブ会議による開催上の注意事項につきましては、先ほど投影していたと

おりでございます。 

 本日の資料は、本体資料として、議事次第と資料７－１、資料７－２を用意しておりま

す。 

 注意事項は以上です。 

 また、本日は大谷構成員が御欠席と伺っております。また、森構成員が10分、15分程度

後の遅刻をすると聞いております。 

 これ以降の議事進行は宍戸座長にお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

【宍戸座長】  承知いたしました。それでは、早速議事に入りたいと思います。 

 本日は、７月３日の第６回会合を踏まえまして、７月５日から８月４日までの間、実施

しておりましたICTサービスの利用を巡る諸問題に対する利用環境整備に関する報告書

（案）について意見募集を実施したところ、その結果について事務局よりまず御説明をい

ただきたいと思います。その後、各構成員の皆様と意見交換をさせていただきたいと考え

ております。 

 それでは、まず事務局より資料７－１に基づいて御説明をお願いいたします。 

【田中利用環境課課長補佐】  ありがとうございます。ICTサービスの利用を巡る諸問

題に対する利用環境整備に関する報告書（案）について、意見募集で寄せられた意見につ

いて御報告いたします。 

 意見募集の期間ですけれども、2025年７月５日から８月４日まで実施いたしました。意

見提出数としましては57件ということで、15件からは団体、法人、個人では42件でござい
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ました。 

 不適正利用対策に関するワーキンググループ、通信ログ保存の在り方に関するワーキン

ググループ、利用者情報に関するワーキンググループの３つのワーキンググループの内容

が入ってございまして、それぞれ13件、６件、14件の御意見を頂いております。 

 また、このほかに生成AIの利用等ルールに関する検討を求める御意見が28件程度ござい

まして、そちらにつきましては、その他に入れさせていただいております。 

 不適正利用対策に関するワーキンググループについて御説明いたします。まず、携帯電

話の本人確認のルールに関してです。４ページ目から５ページ目を御覧ください。 

 論点１としまして、SIMの不正転売の論点がございました。こちらについては、事業者

の方から利用者における取組の例示として、定期的な本人確認については闇バイトによる

不正SIMの転売の抑止につながりづらいことに加えて、お客様負担が増加する可能性があ

るとの御意見を頂いております。一方で、不正利用等が疑われる契約者に対し、事業者の

判断により本人確認を求め、これに応じない場合に利用停止までできるようにすることは

望ましい措置であるとの御意見を頂いております。 

 論点２つ目の法人の代理権（在籍確認）についてです。こちら、７ページ目から８ペー

ジ目を御覧ください。必要な在籍確認書類の選択肢を統一することは考えられるが、関係

性が明らかな場合は書類の提出を省略可能とすることを要望する意見や、現行の事業者の

取組を踏まえ、各事業者への負荷を生じさせないことを求める意見がありました。 

 論点３点目の他社の本人確認結果への依拠に移ります。こちら、８ページ目から９ペー

ジ目を御覧ください。こちらについては事業者の方から、まずは店頭やオンライン契約に

おける本人確認強化の取組をしっかり進めることが先決であるという御意見、また、ルー

ル整備等を早期に推進いただきたいという意見などがございました。 

 続きまして論点４の追加回線の本人確認について、10ページ目から11ページ目を御覧く

ださい。こちらについては、IDやパスワードの詐取を通じた不正契約の防止を徹底するた

め、当人認証性のさらなる強化が必要という御意見や、ウエアラブルデバイス利用におい

ては規定の見直しにより利便性が下がる懸念があるため、JPKIなどの普及状況なども踏ま

えるべきとの御意見がございました。 

 論点５の上限契約台数についてです。こちら、11ページから12ページを御覧ください。

事業者から報告書案に賛同し、何らかのルールについて検討する必要が生じた場合は、イ

ノベーションへの影響を踏まえつつ御議論いただくことが必要というような御意見がござ
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いました。また、各事業者の与信管理や自主ルールの徹底を通じて、業界全体としての各

水準を引き上げることが望ましいと考えるとの意見もございました。 

 論点６のデータSIMの本人確認についてです。こちら、12ページ目から17ページ目を御

覧ください。SIM利用の利便性と犯罪等の悪用可能性のバランスを考慮した検討が必要と

の意見や十分な移行期間の設定を要望するとの意見、また義務化自身について、義務化あ

りきで進めるのではなく慎重な検討が必要との御意見などがございました。 

 続きまして、その他の特殊詐欺の電話・メール等の対策に移ります。最初、固定・携帯

電話、SMS・メール対策です。こちら、17から18ページ目を御覧ください。迷惑電話、SMS

対策サービスを御利用いただきやすい環境の整備に努めているような事業者からの御意見

を頂いております。 

 また、２点目のスプーフィングに関しまして、こちら18ページを御覧ください。周知啓

発を進めていくべきとの御意見がございました。 

 不適正ワーキンググループに対して寄せられた意見は以上となります。今回お寄せいた

だいた御意見も参考にしつつ、検討を進めていく予定でございます。また、今回頂いた御

意見を踏まえた報告書（案）の修正はありません。 

 不適正ワーキンググループからは以上でございます。 

【鈴木利用環境課課長補佐】  事務局の鈴木でございます。私からは、通信ログ保存の

在り方に関するワーキンググループの意見公募手続の結果の概要について報告します。資

料については、７－１の19ページ目から25ページにかけて掲載しております。 

 頂いた御意見は全部で６件ありまして、団体から５件、個人、弁護士から１件となって

おります。 

 御意見の概要のみ説明させていただきます。今回の改正内容は、業務の遂行上、必要な

通信履歴について、少なくとも３から６か月程度の保存をすることが望ましい対応である

ということを明記するものであるところ、改定案よりも長期の保存期間とすべき御意見と

して、誹謗中傷等の被害救済の機会を確保するために必要十分な期間とするべきであり、

通信ログ不存在を理由とした被害回復の断念といった事態を根絶させる観点から、少なく

とも１年６か月程度とすべきとの御意見がございました。 

 他方で、通信事業者より、保存期間の延長に伴い、インフラ整備、データ管理体制の増

強、人的リソースの確保等の費用や時間を要するため十分な準備期間の確保を求める旨の

御意見がございました。 
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 そのほか、今回、本改正内容に基本的に賛同するとともに、改正内容に沿った対応を事

業者に求める旨、実効性の確保に関する御意見や、通信の秘密やプライバシーの保護と誹

謗中傷等の違法・有害情報対策のバランスに留意すべきとの御意見がございました。 

 これらの意見公募手続の結果についてですが、通信ログの保存のやり方については今後

も社会環境の変化等を踏まえ、検討すべきものと考えており、今回頂いた御意見を踏まえ

て検討を進めていきたいと考えているところでございます。 

 まずは、前回取りまとめいただいた報告書案及びガイドラインの解説の改正案について、

当改正に沿った対応が望ましいものであるところをしっかりと周知し、事業者に対して当

改正に沿った対応を求めてまいりたいと考えているところでございます。 

 通信ログの関係では以上となります。 

【小玉利用環境課課長補佐】  利用者情報WGについてでございます。資料で言いますと、

26ページ目からが利用者情報WGになっております。利用者情報WGにつきましては構成員の

先生方、御承知おきのとおり、昨年末以来、SPSIの改定に向け取り組んでまいりました。 

 第１に、青少年保護に関する事項を新たに設けるということをやっております。 

 第２に、既存の法令の関係等を基に、望ましい事項を再整理していくことをやっており

ます。 

 第３につきましては、前回の第６回会合でも先生方から御意見いただきましたけれども、

ウェブサイト等への対象範囲の拡大につきまして、SPSIとの関係も含めて今後の課題とし

て速やかに検討を行っていくということとさせていただいております。 

 これに対してパブコメにおきましては14件ほど意見を頂きましたけれども、これら大き

な改定事項について異を唱えるようなものは特段ございませんでした。頂いた御意見を踏

まえて記載を変更する箇所はございませんが、幾つか御意見をピックアップした上で個々

の意見と考え方について簡単に御説明をさせていただきます。 

 26ページ目でございます。事業者というよりは個人からの御意見ですけれども、大まか

な方向性について賛同いただいているのと、あとはスマホに限定されている対象範囲の拡

大について御意見を頂いていますので、こちらにつきましては今後の課題としてよく検討

していくとお返しをしております。 

 29ページ目でございますけれども、一番最後、青少年保護に関してこちら、例えば一般

社団法人の方々ですとか、そういった方々から青少年保護を入れたことというのは非常に

SPSIの趣旨に沿うというところ、含めることには賛同であるということをいただいていま
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す。 

 それから下にいきますけれども、31ページ目の上に事業者の方から御意見いただいてい

ますけれども、個情報の青少年の保護に関する内容というものも今後動きが出てくるとい

うことでございますので、整合性を十分図っていただくようにというようなことで御意見

も頂いています。こちらにつきましては、もちろん個情委等と検討、連携して整合性を図

りながら取り組んでいこうと思っているところでございます。 

 それからウェブサイトにつきまして32ページ目ですけれども、すみません、位置づけの

ところ、これまでは全て望ましいとしていただいたところを分類の趣旨について分離した

ことを賛同するというような御意見が出ています。こちら、一般社団法人ですけれども、

ウェブサイトに係る調査・検討、32ページ目の中頃でございますけれども、一定のセキュ

リティー関係の業界からは、一般的なウェブサイトをSPSI等を対象にすることについては

いろいろな議論も課題もあるので、よく検討すべきというようなお話もいただいています

ので、今後の検討を進めていく上での参考とさせていただいております。 

 33ページ目でございますけれども、ウェブサイトというのはスマートフォンに限らず

様々なデバイスで利用されるものだということで、また、一般社団法人の方から御意見い

ただいていますけれども、こういったところで今後速やかに検討をというところでも賛同

の御意見として頂いているところでございます。 

 というようなところで、個々の細かいご意見については立入りませんけれども、基本的

に今までやってきたことについては御賛同をいただき、それから、これから検討課題とし

て掲げているようなウェブサイトについてのところについても、今後の検討というところ

は御支援をいただいているのかなと思っております。これをもちまして何か御意見を踏ま

えて記載を変更するような箇所はございませんけれども、皆様方の先生方の御意見、コメ

ントなどを頂戴できましたら幸いに存じます。 

 以上でございます。 

【宍戸座長】  事務局からの御説明は、これで以上ということでよろしいですか。 

【小玉利用環境課課長補佐】  そうです。ありがとうございます。 

【宍戸座長】  ありがとうございました。 

 それでは、ただいま御説明いただきましたパブリックコメントの概要、それに対する事

務局の回答案を含めまして、構成員の皆様方から御質問、御意見をいただければと思いま

す。御発言の御希望の方はチャット欄で私にお知らせいただければと思いますが、いかが
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でございましょうか。 

 まず本日、御欠席の大谷構成員から、あらかじめ事務局が御意見をお預かりしていると

聞いておりますが、今、御紹介いただいてもよろしいですか。 

【田中利用環境課課長補佐】  大谷先生から頂いた意見を代読いたします。 

 事務局から御説明いただきましたように、多数の参考となる御意見を寄せていただいた

皆様に御礼申し上げたいと思います。携帯電話の本人確認ルールの議論では、これまで不

適正ワーキンググループにおいて、事業者の皆様をはじめとする関係者から幅広く話を聞

きながら検討を進めてきたことから、今回お寄せいただいた意見では既に議論をしてきた

点が数多く含まれていると承知しております。 

 報告書の取りまとめ後には御意見として頂いた点にも留意しながら、課題の方向性に沿

って、それぞれの検討や取組を進めていただくものと認識しています。具体的には、SIM

の不正転売については政府と事業者が一丸となった周知啓発。また、在籍確認、追加回線、

データSIMの論点については制度改正。更に、上限契約台数については業界ルールの検証

の後、制度化の検討などが進められていくと考えております。 

 特に不正アクセスを契機とした不正契約については、その後、報道などが出ているとこ

ろ、事業者に対して追加改正に関する取組や上限台数の業界ルールの検証状況などをヒア

リングするなどして、不適正ワーキンググループとしてもしっかりフォローアップしてい

きたいと考えております。 

 大谷先生から以上です。 

【宍戸座長】  ありがとうございました。 

 さらに構成員の皆様から御質問、御意見等ございますでしょうか。 

 森構成員、お願いします。 

【森構成員】  ありがとうございました。遅くなりまして申し訳ありませんでした。 

 SPSIのところなんですけれども、今回消費者側からのパブコメみたいなものが若干低調

であったこともありまして、ワーキンググループとしては大きな争点となったウェブサイ

トをどうするかということについて、事業者団体さん側からの意見があったにとどまって

いますけれども、そうかといってウェブサイトに関して全く反対というわけではなくて、

慎重に検討して、あるいは速やかに検討してということでしたので、これは明確に今後の

宿題になったのかなということかなと思います。 

 安心協が、ウェブサイトは当然含めるべきと言ってくれていますけれども、これ、もと
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もとSPIというものは外部送信に関するベストプラクティスという面が多分にあったわけ

ですので、当然のことながら含められるべきであると考えておりますので、この点はしっ

かりこの検討会の課題として、もちろん検討会としても、そう認識していただいていたと

思いますし、周りの方、ステークホルダーの皆様もそのように認識していただいていたん

だなということが確認できてよかったのではないかと思います。 

 以上です。 

【宍戸座長】  ありがとうございました。さらに御質問、御意見等いかがでございまし

ょうか。 

 中原構成員、お願いいたします。 

【中原構成員】  不適正利用対策ワーキンググループの報告書（案）については、携帯

電話事業者からそれぞれへの提案について詳しい意見が寄せられまして、いずれの提案に

つきましても基本的には賛同していただいたものと理解しております。 

 他方で、当然ながら事業者の負担増や利便性の低下に対する懸念が多く示されています。

これらに対して配慮すべきことは報告書案でも言及していますので、報告書案の修正に及

ぶ必要はないと思いますけれども、今後のより具体的な検討に当たっては過剰な規制にな

らないような合理的な具体案を示していくことが肝要かと思います。 

 それから通信ログ保存の在り方に関するワーキンググループ及び利用者情報に関するワ

ーキンググループの報告書（案）におけるもろもろの提案につきましても、基本的には賛

同を得ているものと理解いたしました。同時に、通信ログに関しては望ましい保存期間の

さらなる延長、SPSIに関してはウェブサイトへの拡張あるいは別建てでの対応というのが

一般的な強い関心事であることがうかがわれますので、特にSPSIだと思いますけれども、

報告書の公表後も継続的な検討がされることを望んでおります。 

 以上です。 

【宍戸座長】  ありがとうございます。 

 それでは木村構成員、お願いいたします。 

【木村構成員】  木村です。御意見いろいろとありがとうございます。 

 利用者情報ですけれども、SPSIに青少年が入ったことは大変喜ばしいと思います。御賛

同の意見もたくさん頂いてよかったと思います。 

 それからウェブサイトの件ですけれども、再前、繰り返して申し上げていますけれども、

消費者から見るとアプリとウェブの区別は、やっぱりしてないと思います。私も使ってい
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るときに、そこまで考えて使ってない状態ですので、今後の課題として速やかに検討をす

ることを望んでおります。 

 それから不適正利用に関するワーキングに関しては、本人確認ですとか携帯の契約台数

ですとか、悪用を防いで一般の方が安全安心に利用できるようにしていただきたいと思い

ます。今回の報告書に、国際電話をつながらなくするようにする処置がありました。その

ことに関して、私も消費者団体ですので消費者の皆さんに周知させていただきました。あ

と、総務省の電話の不適正利用に関わる相談窓口の迷惑電話対策相談センターを設置した

ことがまだまだ一般の方は御存じないので、せっかく開設したのですから、ぜひもっと周

知して利用できるようになるといいと考えております。 

 以上です。 

【宍戸座長】  ありがとうございました。 

 今、御発言希望の構成員の方からは一通り御意見を伺っていますが、さらに追加で御質

問、御発言等ございますでしょうか。ここまでのところ、構成員の皆様からはパブリック

コメントへの対応、それから報告書案については了としつつ、この後の進め方についても

幾つかコメントを頂いております。事務局から、これまでの構成員の御発言に対して何か

この場でお伝えになりたいことはございますか。 

【小玉利用環境課課長補佐】  森先生、中原先生、木村先生からもいただきましたよう

に、外部送信に関するウェブサイトの課題といったものは御指摘いただいたようになるべ

く時期を置かず、この報告書にもありますとおり検討をできればと思っておりますので、

引き続き御指導方よろしくお願いしたいと思います。 

【宍戸座長】  ありがとうございます。 

 ほかのワーキンググループについて、何か事務局からございますか。 

【田中利用環境課課長補佐】  不適正ワーキンググループについて中原先生、また、大

谷先生、木村先生から御意見を頂きましたとおり、携帯ルールの本人確認については配慮

すべきことに注意しながら検討を進めていきたいと思っております。 

 また、国際電話の不取扱いセンターとの連携ですとか、まだまだ周知が足りないところ

もあるかと思いますので、そちらもしっかり進めていきたいと考えております。 

【鈴木利用環境課課長補佐】  事務局の鈴木でございます。 

 通信ログWGのところも中原構成員から御意見、コメント頂きましたので、簡単に御説明

をさせていただきます。 
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 通信ログの保存の在り方についての検討のところは、今後も社会環境の変化を踏まえて

検討すべきものと考えているところでございます。一方で、通信の秘密ですとかプライバ

シーの保護というのはバランスが大事という御意見もあったとおり、そこを踏まえての今

回、取りまとめをいただいたものと理解していますので、まずはこの今回改正した内容に

ついて事業者に対してしっかり周知し、改正内容に沿った対応をしっかり求めていきたい

と考えているところでございます。 

 この後の流れとしましては、事業者に対して取組状況等についてしっかりキャッチアッ

プするといったところを考えているところでございます。 

 通信ログの保存のWGからは以上となります。 

【宍戸座長】  ありがとうございます。 

 一通り事務局からの御説明の追加もいただきましたけれども、さらに御発言の御希望等

ございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは議論も出尽くしたと考えますので、この辺りで本日の自由討議は終了させてい

ただきたいと思います。 

 まず、先ほど申し上げましたように、７月にICTサービスの利用を巡る諸問題に対する

利用環境整備に関する報告書（案）を案の形でまとめまして、意見募集を実施させていた

だいたわけです。それに３つのワーキンググループ等の現在のICTサービスの利用環境に

関する具体的な課題について検討を行い、そして、それについて事業者の方々、あるいは

少し足りなかったという御発言もありましたけれども消費者の方々、個人の方々から御意

見を頂いたことに、まず、この場で私、座長として御礼を申し上げたいと思います。 

 非常に今後の検討、あるいは実施との関係で有用な御意見を多数頂いたわけでございま

すけれども、報告書（案）については、このままいくということが事務局、それから本日

の構成員の一致した見解でございますので、私としては、ここでこの報告書（案）につき

まして案を省いて決定するということにしたいと思いますが、そのように取り扱ってよろ

しゅうございますでしょうか。 

【中原構成員】  すいません、27ページの３行目から４行目にかけてのところで、「と

ころ。」と終わっているんですが、この「ところ」が要らないんじゃないかなと思います。

文章が切れていますので。 

【宍戸座長】  本当だ。 

【中原構成員】  そこだけ御確認いただければと思いました。 
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【宍戸座長】  ありがとうございます。何か体言止めで終わっていますね。 

 事務局、「何々ところ」って時々、報告書でも書く場合もあるんですけれども、全体と

してこの報告書は「ところである」とか文書で止めているように思いますけれども、ここ

はそういうふうに修正しても大丈夫なところですか。 

【田中利用環境課課長補佐】  ありがとうございます。「ところである」というような

形で修正をさせていただきたいと思います。申し訳ございません。ありがとうございます。 

【宍戸座長】  ありがとうございます。さすが、中原構成員、緻密に見ていただいて助

かります。 

 今の点修正をする。一応、もう一度、私のほうでも事務局と全体見て、少し表現がまず

いところがあるということがあれば、そこだけ修正をすることにはしたいと思いますが、

しかし、全体としてはこの方向性でということで、あとは座長であります私に御一任をい

ただいてよろしゅうございますでしょうか。 

（「お願いします」と呼ぶ者あり） 

【宍戸座長】  ありがとうございました。それでは今の点を含めましてもう一度検討し

ますが、基本的にはこれでということで大きな方向性としては確定とさせていただき、所

要の修正を経て公表の手続、あるいはまた実施へ向けて、構成員の先生方に御相談をさせ

ていただくことにしたいと思います。 

 それでは事務局から、連絡事項等ございましたらお願いをいたします。 

【田中利用環境課課長補佐】  先ほど宍戸座長より御説明いただいたとおり、報告書

（案）については宍戸座長に修正について御確認いただいた上で確定としたいと思います。 

 次回会合につきましては、別途事務局から御案内をいたします。 

 以上です。 

【宍戸座長】  ありがとうございます。この報告書は今、申し上げましたようにこれで

案を省いて確定でございますが、この先、この報告書に書いたことを実施していく、また、

特にSPSI等につきましては、さらにワーキンググループで検討を早期に再開していただく

ことになろうかと思います。その意味でも引き続き構成員の皆様、また、本日傍聴いただ

いている関係者の方々には様々御協力をお願いしたいと思いますが、これも国民生活のイ

ンフラとなっているICTサービスの利用環境の向上に向けてということであるということ

で、引き続き御尽力を賜れればと思っております。 
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 それでは、以上をもちまして、ICTサービスの利用環境の整備に関する研究会の第７回

会合を終了とさせていただきます。本日は皆様、お忙しいところ、御出席いただき誠にあ

りがとうございました。これにて閉会といたします。 

 

 


